
          9 月 2 日（火）12:00 開会 

           高島会員 

会長の時間  川崎健輔 会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長の時間をいただきます。 

先週、藤居ガバナーの公式訪問の際には、午前中から

夕方まで長い間ご苦労様でした。 

無事終了したことは、皆様のご協力のたまものです。

本当にありがとうございました。 

本日は、米山奨学生のマック君が来ております。米山

のことを少し私の考えでお話してみようと思います。 

マック君には、日本の文化や日本人の国民性などを良

かれ悪かれよく考えて身につけてもらいたいなと思い

ます。 

今までの奨学生の約半分は中国人でした。靖国神社の

問題で反日感情があり、中国政府が言っているような、

戦争を肯定している日本人はいないと思います。戦争で

亡くなった方々の魂をねぎらっていると思います。 

米山奨学生だった人が、反日デモの先頭に立っている

と聞かされた時には、なにかおかしいなと思いました。

米山の寄附がそのように使われるのかと疑問に思って

しまいました。 

マック君には、日本での文化や考えを調べていただき、

良いことも悪いことも勉強してもらいたいと思います。 

母国に帰っても周りの感情に惑わされず、自分の考え

で行動していていただくとともに、立派なリーダーとし

て日本とベトナムの友好に尽くして下さい。エールを送

ります。 

これが出来れば、世界各地で起こっている戦争は起き

ないと思います。 

以上、会長の時間とさせていただきます。ありがとう

ございました。 

 

幹事報告       千葉幹事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先週のガバナー訪問、長時間にわたり大変お疲れ様

でした。 

 本日理事会がございます。来週ご報告いたします。 

 

委員会報告 

 

親睦委員会      弓野委員長 

 記念日 
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次 回 例 会：平成 26年 09 月 16 日（火） 【プログラム】卓話 / 会場監督 

 

 

 

 

■会 長  川 崎 健 輔 ■副 会 長  石 川  悟 
■幹 事  千 葉 省 三  ■会報委員  高 島 章 行 
 

例 会 報 告 

■ 9 月の例会予定  

2 日 卓話 / 青少年奉仕委員会  9 日 卓話 / 出席委員会 16 日 卓話 / 会場監督  

30 日 卓話 / 新入会員卓話 



【誕生日】18 日 佐藤会員、25 日 豊島会員 

【結婚記念日】3日 木本会員 

 

 

出席報告      須田委員長 
 

会員数 出席 欠席 出席率 MakeUp 修正 免除 

31 名 20 名 11 名 74.44％ 5 名 100％ 6 名 

 

ニコニコ BOX       小倉委員長 

 

 弓野委員長、卓話よろしくお願いします。 

川崎会長・千葉幹事・宮本尚彦・小澤 興・ 

山本忠安・石川國博・小倉正美・高島章行・ 

石川 悟・佐藤信彦・朝日正道・鹿志村高道・ 

荒川浩信・白土仙三郎 

 要害クラブ御使用ありがとうございます。 

豊島久則 

 卓話させていただきます。 

弓野博司 

 弓野さんの卓話楽しみにしてきました。 

須田 晃・小山高一 

 MAC お帰りなさい！ 

木本貴一 

 

本日も多くの方からニコニコ BOX への 
ご協力 誠にありがとうございました 

 

本日計 27,000 円 累計額 320,000 円 

 
 
 
プログラム 
 

8 月 9 月分の米山奨学金授与 木本カウンセラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お久しぶりです。8 月に 2週間くらいベトナムに帰

り、家族と旅行に行き、楽しい時間を過ごしました。

1 年半ぶりに帰国しましたが、とても発展していて、

高層ビルが沢山建っていました。私もこれから建設

業に働くので、日本の建設技術を導入し、さらに発

展させたいと思います。ありがとうございました。 

卓話 

青少年奉仕委員会           弓野委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今月は青少年月間でございます。一生懸命勉強して

おります。 

 今日は、「ロータリーの歴史に見る青少年奉仕」を

テーマにお話したいと思います。 

 1913 年に障害を持つ少女の窮地を知り、これを支援

するためにアメリカのシラキュース RC 内に障害児

委員会を設置したのが始まりであります。 

 もともと青少年委員会はなく、社会奉仕委員会の中

の活動でありました。 

 自動車王のフォードも障害児援助金として多額の

寄付をすると、マスコミがトレド RC の活動を報道

したため、地域社会のロータリーに対する高い評価

となり公共イメージの向上になりました。 

 「青少年を良き市民、立派な職業人に育て、全ての

青少年に潜在能力を引き出す機会を与える、そして

職業訓練を推奨し、ロータリー精神を未来に伝える」

ことを目標にする活動方針が 1920 年に確立されま

した。 

 現在では、青少年奉仕活動はロータリープログラム

に占める比率の 80％を超えると言われるようにな

りました。5 大奉仕になったことは記憶に新しいで

す。ただ私感としては、80％には届いていないと思

います。 

 次に、ロータリーの青少年に関わるプログラムにつ

いてお話いたします。 

・RYRA（ライラ） 

・インターアクト 

・ローターアクト 

・青少年交換プログラム 

・財団親善奨学生（R財団プログラム） 

・世界平和フェロー 

・GSE（Group Study Exchange） 

・米山記念奨学生 

 以上、青少年奉仕はロータリーの未来を作る非常に

重要なプログラムです。ご静聴有難うございました。 

 

会長の点鐘をもって閉会。 


